
 

 

研究指定校名 ： 倉吉市立北谷小学校 

 

１． 学校の概要 

学校名 倉吉市立北谷小学校 

学級数 ６学級 

児童生徒数 全児童数：５９人（平成３１年１月１８日現在） 

ＵＲＬ http://cmsweb2.torikyo.ed.jp/kitadani-e/ 

 

２．調査研究のテーマ 

（１）調査研究のテーマ 

   伝え合い、認め合い、高め合いながら主体的に行動する子ども 

 

（２）調査研究のテーマを設定した背景 

  これまで、中学校区で校種間や地域の連携をもとにした取組をはじめ、人権学習として各学年の発達段階

に応じて人権課題を取り上げて学習を進め、子どもたちは友達を大切にすること等人権感覚を磨いてきてい

る。また、本校ではホワイトボード・ミーティング®のコミュニケーションスキルを活用して普段の学習や

生活の場面で児童は友達の考えを聞き、認め合う活動を積み上げてきた。 

 しかし、これまでの調査では本校児童は自己肯定感や自己有用感が低い実態があり、実際には自分の考え

はあるものの自信が持てないことで行動に移すことができなかったり、自分の考えを伝えることを苦手とし

たりするなど、周りの人の考えに流されてしまい学んだことを生かしきれていない児童の姿があった。 

  これらのことから、本校では、「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」をもと

に、ホワイトボード・ミーティング®のスキル等これまで積み上げてきたことを行動に生かすことにつなが

る指導方法や具体的な人権問題に係る学習の指導の在り方を調査・研究し、自他を大切にして考えを伝え合

いながら主体的に行動する子どもを育てることが必要であると考えた。 

 

（３）取り組む人権課題（該当するものに○印。複数選択可） 

①女性  

②子供 ○ 

③高齢者 ○ 

④障害者 ○ 

⑤同和問題 ○ 

⑥アイヌの人  々  

⑦外国人 ○ 

⑧HIV感染者・ハンセン病患者等 ○ 

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害  

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬いじめ ○ 

⑭性的指向、性自認  

⑮その他（    ）  



 

 

３．調査研究の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．調査研究の内容等 

（１）調査研究の内容等 

 （現状の分析と課題） 

下表のとおり、児童アンケートでは、自己肯定感等に係る項目が低い結果であった。教師の指示をよく聞

き、努力する姿は見られるが、自分の考えをもとに判断して行動したことや努力していることに対する自分

や周りの評価が低いと思われる。 

また、ホワイトボード・ミーティング®コミュニケーションスキルの積み上げ、毎日のいい所見つけの取組

等により、認められてうれしいなど、自分を肯定的に感じる場面を設けてきているが十分でないと思われる。 

 

アンケート項目 肯定的意見 

私は、友達から大切にされていると思う。 ６７．９％ 

私は、友達からがんばりをほめられたり、ありがとうと言われたりしている。 ６９．８％ 

私は、友達の考え方をよく聞いて良い所を見つけたり自分の考えを深めたりしている。 ７３．５％ 

私は、良いところや頑張っていることがある。 ７５．４％ 

（平成２９年度２学期末の児童アンケート（抜粋）） 

  

  （調査研究の内容） 

   

 

 

  

   ホワイトボード・ミーティング®の手法により、認められることのうれしさを実感し、友達を大切にしよう

という気持ちや態度が育ってきている。これらのことからこれまで進めてきたコミュニケーションスキルの

積み上げを継続しつつ、人権教育で育てたい資質・能力を効果的に育てる学習指導の在り方や「参加型」の

学習等指導方法を研究し、実践することにより、主体的に行動する子どもが育つと考える。 

 

 

 

 

北谷小学校 

 

 

 

 

 

 

 

・授業研究（道徳、各教科） 

・研究会の開催 

・県及び市主催の連絡協議会への参加 

・校外の研究会等への参加 

倉吉市教育委員会 

鳥取県教育委員会 

研究推進委員会 

・特別な教科道徳 

 の指導方法研究 

・ホワイトボード 

 ・ミーティング® 

 の活用方法研究 

  人権教育推進部会 

・具体的な人権問題に係る

学習の指導方法研究 

・各教科と人権学習の 

 の関連の在り方研究 

中学校区の実態に応じた指導

法研究等情報の共有 

 

久米中学校区同和

教育研究会 

指導・情報提供 

・自分を価値ある存在であることを実感することのできる場面を設け、自己肯定感や自己有用感を育

てる。 

・自分の考えや判断力を信頼し、主体的に行動できる子どもを育てる。 

 



 

 

 （実施方法・検証・評価） 

  ○実施方法 

   ①ホワイトボード・ミーティング®のコミュニケーションスキルの活用 

    ◇特別の教科道徳での活用 

・主とする研究教科である特別の教科道徳の授業ではホワイトボードを使用するとともに、オープンクエス

チョンを使った話合いを積極的に取り入れる。 

    ◇各教科での活用 

・昨年度から始めている各教科でのホワイトボード・ミーティング®を活用した指導の成果を生かすとともに、

さらに、話合いを深めるための指導方法を工夫する。 

   ②人権学習の指導方法の研究及び実践 

    ◇特別の教科道徳の授業研究に沿った人権教育の実践 

    ・人権教育における育てたい資質・能力を学習に位置づけた授業実施・指導方法の評価 

    ・指導する道徳的価値を明確にし、児童が「自分事」として問題を捉え、考える授業の工夫 

    ・本校における人権教育に係る児童の実態に重点を置いた授業実践 

    ◇児童会活動の充実・推進 

    ・「がんばリンゴ」の取組（よい所見つけ）を児童の努力点に目をつけて評価する方法に変更 

    ・帰りの会の時間を５分間延長し、「がんばリンゴ」の時間を確保 

    ・学期末にホワイトボード・ミーティング®を活用し、児童自身が学校生活を振り返る取組 

    ・縦割り班活動の工夫（なかよし給食、なかよし班遊び、ＳＤ活動） 

    ・緑の学習（ドングリ学校、一人一鉢活動、保育園園児との花の種まき、野菜の栽培）の工夫 

     ※ＳＤ活動：中学年児童がグループのリーダーになり、活動内容を立案、推進する活動        

   ③講師を招いた研究会の開催 

    ・ホワイトボード・ミーティング®認定講師による授業研究及び基本的なスキル習得のための研修 

    ・特別の教科道徳の指導方法に係る研修 

    ・人権教育の指導における基礎知識及び指導法に係る研修 

   ④実態把握、意識調査 

    ・学期末の学校評価アンケート、ハイパーＱＵ（hyper－ＱＵ）の実施、考察 

    ・「みつめてみよう自分の心」アンケートの実施、必要に応じた児童への対応 

    

  ○検証・評価 

  （成果）    

◇自己肯定感、自己有用感の向上、主体的に行動する児童の育成 

・下表のとおり、自分の頑張りを認め、友達から大切にされていると感じる児

童や自分からが進んで発表しようとする児童が増えた。（表１） 

・「よい所見つけ」は頑張っている姿を見つけることを重視して取り組んだこ

とで、自己肯定感の向上につながった。 

・児童によるホワイトボード・ミーティング®スキルを活用した学期末の学校

生活に係る話合いにより、あいさつや言葉遣いに気をつけ、もっと学校生活

を向上させようという児童の意識が高くなった。 

・ハイパーＱＵ（hyper－ＱＵ）調査結果では、「満足群」に属する児童が増

加した。（表２） 

◇教師の指導スキルの向上 

・人権教育における育てたい資質・能力を位置づけた授業展開や評価方法につ

いて学んだことが、普段の指導に生かされてきている。 

・西野統括調査官による研修は、道徳の授業のあり方を見直す機会になり、教

員の道徳授業に対する工夫改善意欲が高まったことにより、授業スキルが向

上した。 

【がんばリンゴの取組】 

【ホワイトボード・ミーティング

®を活用した学期末の話合い】 



 

 

・ホワイトボード・ミーティング®スキルを各教科で活用し、児童の話合いが

活発に行われる授業実践が進んだ。 

  （課題） 

   ▲ホワイトボード・ミーティング®のさらなる活用 

・オープンクエスチョン等を型通りに使うだけで、実際の話合いに効果が表れ

ていない場合があることから、さらに活用方法の工夫が必要である。 

▲特別の教科道徳の授業実践の積み上げ 

・人権教育における育てたい資質・能力を位置づけた授業実践の積み上げ、資

質・能力の育成を図る。 

・特別の教科道徳の授業について、学習した道徳的価値項目の行動化を目指した授業のあり方の研究を進める。 

▲研究の成果を学級経営に生かす 

・hyper－ＱＵの結果（表２）から学級の人間関係に不満足な児童がいることから、学級での良好な人間関係づ

くりや積極的に友達に関わろうとする児童の育成を目指し、今年度の成果を学級経営に生かす取組が必要で

ある。 

 

アンケート項目 
肯定的な回答 

H29.12月 H30.12月 

私は、友達から大切にされていると思う。 ６７．９％ ８６．３％ 

私は、友達からがんばりをほめられたり、ありがとうと言われたりしている。 ６９．８％ ８２．４％ 

私は、友達の考え方をよく聞いて良い所を見つけたり自分の考えを深めたりしている。 ７３．５％ ９０．２％ 

私は、良いところや頑張っていることがある。 ７５．４％ ９４．１％ 

前よりも進んで発表しようという気持ちが強くなった。 ― ８６．２％ 

 

 6月 11月 

学級満足度尺度 学校生活満足群 ５１．８％ ５９．２％ 

学級満足度尺度 非承認 １０．８％  ５．４％ 

学級満足度尺度 侵害行為認知群  ２．７％  ２．７％ 

学級満足度尺度 不満足群 ２９．６％ ２９．６％ 

      ※ハイパーQU実施学年4年～6年 計27人 

                            

 （２）実施内容 

時 期 内 容 備 考 

 ４月 ２日 

 ４月２６日 

 

 ４月２６日 

 

 ４月２６日 

第１回校内研究推進委員会 

・研究テーマ、研究方針、授業研究等の協議 

・人権教育の推進に係る計画について 

校内人権教育部会 

・研究方針の共通理解と研究内容の吟味 

第１回「人権教育研究推進事業」連絡協議会 

・人権教育研究推進事業について 

・推進計画に係る共通理解及び今後の計画の確認 

参加者７人 

 

 

参加者５人 

 

参加者１人 

会場：倉吉市役所 

 

 ５月１０日 

  

 ５月２３日 

 

 

  

第２回校内研究推進委員会 

・研究テーマ等の確認、校内授業研の実施計画 

第１回校内研究会 

（講師）鳥取県教育委員会中部教育局  

     学校教育担当 福田早百里指導主事 

・研究テーマや実施計画の共通理解 

・人権教育研究推進事業実施計画に係る共通理解 

参加者５人 

 

全教職員 

 【表１：アンケート調査結果】 

【西野先生を招いて行った授業

研究】 

 【表２：hyper－ＱＵ調査結果】 



 

 

 ６月 １日 

  

 

 

 

 

 

 

 ６月 ６日 

 ６月１３日 

 ６月１８日 

第１回校内研究授業会 

・ホワイトボード・ミーティング®研修 

 公開授業及び講師による授業実施及び研究会 

 （講師）ホワイトボード・ミーティング®認定講師 

      大東市立深野小学校 山本智子教諭 

鳥取県教育委員会人権教育課 松井 貴宏 指導主事 

 鳥取県教育委員会中部教育局 福田早百里 指導主事 

 倉吉市教育委員会学校教育課 山本 千恵 指導主事 

hyper－ＱＵ調査 

人権学習参観日の実施 

第２回校内授業研究会 

・「特別の教科」道徳の授業（３年） 

（指導助言） 

 鳥取県教育委員会人権教育課 松井 貴宏 指導主事 

 鳥取県教育委員会中部教育局 福田早百里 指導主事 

 倉吉市教育委員会学校教育課 山本 千恵 指導主事 

全教職員 

中学校区内公開

授業 

参加者２０人 

 

 

 

 

 

 

全教職員 

 ７月 ４日 

 

 

 

 

７月上旬 

１学期末 

第３回校内授業研究会 

・「特別の教科」道徳の授業（５年） 

（指導助言） 

 鳥取県教育委員会中部教育局 福田早百里 指導主事 

 倉吉市教育委員会学校教育課 山本 千恵 指導主事 

教育評価アンケートの実施・結果考察、周知 

児童自身による学校生活の見直し・改善計画立案 

・ホワイトボード・ミーティング®による３年生以上の

児童の話合い 

・２学期から児童自身の話合いによる生活目標の決定・

実施 

全教職員 

 ８月 ８日 

 

 

 

 

 

 

 ８月２２日 

 

 

 

 

 

 

  

久米中校区夏季研修会 

ホワイトボード・ミーティング®研修 

（講師）ホワイトボード・ミーティング®認定講師 

      大東市立深野小学校 山本智子教諭 

※久米中学校区内４校で共通テーマのもの研究を進め

ている。今年度はホワイトボード・ミーティング®の

スキルについて職員が講義を受けた 

校内研修会 

○人権学習の指導に係る考え方及び指導方法について 

（講師）鳥取県教育委員会人権教育課 

     松井 貴宏 指導主事 

・人権とは、人権教育をめぐる動き等 

・鳥取県がめざす人権教育について 

・演習 

○人権学習年間指導計画及び学習内容の見直し 

・計画の見直し、各教科との関連の再確認と修正 

久米中校区４校

の教職員等を対

象 

参加者５０人 

会場：交流プラザ 

 

 

全教職員 

 ９月２６日 第４回校内授業研究会 

・「特別の教科」道徳の授業（６年） 

全教職員 



 

 

１０月１８日 

 

 

第５回校内授業研究会 

・公開授業 

 「特別の教科」道徳の授業（１年） 

・講義 

（講師）国立教育政策研究所 

     西野真由美 統括研究官 

鳥取県教育委員会人権教育課 松井 貴宏 指導主事 

 鳥取県教育委員会中部教育局 福田早百里 指導主事 

 倉吉市教育委員会学校教育課 山本 千恵 指導主事 

全教職員 

１１月 ７日 

 

 

 

１１月２８日 

 

第６回校内授業研究会 

「特別の教科」道徳の授業（４年） 

 （指導助言） 

 鳥取県教育委員会人権教育課 松井 貴宏 指導主事 

久米中校区同和教育研究大会参加 

hyper－ＱＵ調査結果の検証 

全教職員 

 

 

 

全教職員 

１２月 ５日 

 

 

２学期末 

 

 

第７回校内授業研究会 

「特別の教科」道徳の授業（２年） 

 （指導助言） 

 鳥取県教育委員会人権教育課 松井 貴宏 指導主事 

教育評価アンケートの実施・結果考察、周知 

児童自身による学校生活の見直し・改善計画立案 

・ホワイトボード・ミーティング®による３年生以上の

児童の話合い 

・３学期から児童自身の話合いによる生活目標の決定・

実施 

全教職員 

 １月 ９日 ○研究のまとめ 全教職員 

 ２月１４日 

 

 ２月中旬 

 

 

２月２２日 

 

人権教育研究推進事業報告会 

第２回「人権教育研究推進事業」連絡協議会 

○研究収録作成 

 

 

○久米中校区人権教育部会 

 ・研究のまとめ（成果と課題の共有） 

参加者１人 

 

６０冊作成 

（配布先） 

関係機関、中部地区小学校等 

久米中学校 

参加者４人 

 


